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大した仮説・検証 (Abduction) J の必要性を指摘している。
第W章では、 「体験の体系化J および「異分野交流による相互研鏡」を効果的にするために開発した、創造的記録・


















(1) r 自主性」や「創造性」の原動力として、 「人間力」即ち[問題(課題)意識、挑戦(達成)意欲、社会(組織)
活用力等、主として人間としての心の持ち方や生きる姿勢に大きく依存する能力】の重要性を指摘している。






(4) r 自主性」喚起の基本的概念として、自己の特長や目的を把握する「自己把握」の重要性を、また「創造性j 喚起




修、複数企業聞の異業種交流セミナー高等教育機関での PBL や産学連携セミナ一等に適用し この研修システム
、の考え方および構成内容が、今後の高等教育や社会人の生涯教育にも十分応用展開できることを、実証している。
以上のように、本研究は、自主性・創造性の喚起に関して詳細かつ総合的に検討し、創造性の喚起には自主性の喚
起がまず重要であることを指摘すると共に、独自に開発した「創造的記録・表示・討論方法」を組み込んだ新しい研
修システムを開発し、産学に跨る各種研修に適用して効果を挙げるなど、技術者教育の進歩および関連する人材育成
に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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